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度のスクールプランをご紹介します。春山だより第１号でお知らせし 

５月１８日、春山地区体育祭が行われました。直前まで天候を心配しましたが、当日は晴天に恵

まれ、絶好の体育祭日和となりました。お家の方、地域の方々に見てもらえるということで子ども

たちもいつも以上に張り切っていたと思います。また、地域の人が一体となって競技に取り組む姿

を見たり、互いに応援し合ったりすることができ、子どもたちにとって有意義な一日を過ごせたと

思います。PTAで運営した春山マルシェも大好評でした。春山地区体育振興会をはじめ、各地区の

運営関係者の方々、ありがとうございました。 

後日行われた家庭・地域・学校協議会では、体育祭で顔見知りになったことも 

あり、子どもたちのあいさつの声がよくなっているというお話を地域の方々から 

伺いました。これからも子どもたちが地域の活動にどんどん参加していって欲し 

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 28日、学校創立150 周年の記念として航空写真を撮影しました。４月に人文字のデザイン

を募集したところ、桜、山、地球、恐竜などユニークな作品が集まり、その中からさらに全校でア

ンケートした結果、５年２組の山本さんの作品が選ばれました。大きな地球の中に春山小学校の校

章である桜が描かれたデザインです。当日は、グラウンドに引かれた白線上に全校児童が並び、ド

ローンによる写真撮影を行いました。今月中には完成した作品を披露できそうです。できあがりが

楽しみですね。 

 

 

 

 

 

R７.６.10 

第４号 

文責：校長 

第 50回 春山地区体育祭 

です 

創立 150 周年記念航空写真を撮りました！ 



１年生 交通安全教室  ３年生 自転車教室 

６年生 租税教室 

 

 

５月 29～30日、５年生が宿泊学習に行ってきました。宿泊地は脇三ヶ町にある福井市少年自然

の家です。１日目は県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館で学んだ後、朝倉探検隊と称して遺跡を散策しま

した。夜はキャンドルサービスを行い、ゲームやダンスをしたり、全員がろうそくの炎を灯して幻

想的な時間を過ごしたりしました。２日目は、まずスプーン作りに取り組みました。自然木の枝を

のこぎりで切り、小刀で皮をそぎ落として世界に一つしかないオリジナルのスプーンを作りまし

た。そして、いよいよカレー作りです。家庭科での調理実習を生かして手際よく食材を切り、なか

なか体験できない薪を使っての調理に奮闘していました。できあがったカレーを手作りのスプーン

を使って満足そうに食べる子どもたちの姿が印象的でした。２日間を通して、協力し合い、仲良く

活動することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 20日、社会福祉協議会の方を講師に４年生の福祉体験 

が行われました。施設の人から、白杖を持つ方や車椅子の方の 

支援の方法をお聞きした後、実際に自分たちが支援する立場、 

支援される立場になって体験しました。 

「難しかったけど自分にもできそう」「こんな風にしてもらう 

と安心できる」というような感想が見られました。 

 

 

 

 ５月30日、１年生の交通安全教室と３年生の自転車教室が行わ 

れました。１年生は学校近辺の道路を実際に歩きながら安全な歩行 

や横断の仕方について学びました。３年生は体育館で安全な自転車 

の乗り方について学びました。当日は福井警察署の方や多くの 

保護者ボランティアの方々にお世話になり、ありがとうございました。 

１年生、３年生に関わらず、安全な道路の歩き方や自転車の乗り方について、 

ご家庭で一緒に振り返る機会を時々もっていただきたいと思います。 

 

 

 ５月28日、税理士の武田様を講師に６年生の租税教室が行われました。 

身の回りの道路や施設、自分たちの生活の安全や便利さなどが税金によって 

まかなわれていることを学んだ後、グループで右の問題について考えました。 

どのグループも熱心に話し合ったり、タブレットで計算したりしながら、どの 

ようにするとよいか考え、発表していました。 

 皆さんなら右の問題についてどう考えますか。ちな 

みに正解はひとつとは言えないそうです。実際に日本 

の社会では、平等に納める税、支払能力に合わせて 

納める税、持つ人・使う人が納める税など多様な形の 

税金が組み合わさっているそうです。 

４年生 福祉体験  

５年生 宿泊学習（福井市青少年の家） 

A さん、B さん、C さんの

住む３人の村です。生活

にどうしても必要な橋が

流されてしまい、直すのに

300 万円かかります。 

A さんの年収は 700 万

円、B さんは 250 万円、

C さんは 50 万円です。

どのようにお金を集める

とよいでしょうか。 


